
N

N

工事場所：

1
3,

40
0

10
7,

10
0

57
,0

00

10,00016,000 40,000

22
,8

00

12
,6

00

13,0009,600 47,0009,600

A C E G MA

1

18

19

G I N'

配置図 1：600

1号棟

ゴミ
ゴミ

変圧器 発電機

ゴミ

2号棟

ゴミ

受水槽用地

自動車車庫

自動車車庫

バイク

バイク

バイク

集配所

4号棟

3号棟

機械式 機械式 ゴミ

ゴミ

機械式

案内図
敷地境界線

敷
地

境
界

線

敷
地

境
界

線

敷地境界線

金町駅

日 付日 付 版版 記 事 記 事

・ 竣工図 ２０１５年 ３月 ３１日 印

【２-2 】 - 1



日 付日 付 版版 記 事 記 事

・ 竣工図 ２０１５年 ３月 ３１日 印
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T D 竪樋（100φ）既存

記 事記 事版 版日 付 日 付

・ 竣工図 ２０１５年 ３月 ３１日 印
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日 付日 付 版版 記 事 記 事
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耐震改修凡例

耐震改修凡例

調査用開口と復旧（※１）

昇降タラップ

接続スラブ新設

スマート制震システム

手摺上部ハト防止ワイヤー

手摺上部ハト防止ワイヤー

手摺上部ハト防止ワイヤー 手摺上部ハト防止ワイヤー

防鳥ネット 防鳥ネット

手摺上部ハト防止ワイヤー

防鳥ネット 防 ネ ト

手摺上部ハト防止ワイヤー
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スマート制震システム

新設梁上にハト防止ワイヤー

接続スラブ新設

昇降タラップ スマート制震システム

接続スラブ新設

接続スラブ新設

スマート制震システム

手摺上部ハト防止ワイヤー

新設梁上にハト防止ワイヤー

スマート制震システム

手摺上部ハト防止ワイヤー

スマート制震システム

スマート制震システム

防鳥ネット

スマート制震システム

新設スラブ上にハト防止ワイヤー

新設スラブ上にハト防止ワイヤー
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▼ 耐震スリット位置を示す

柱鋼鈑巻き補強を示す

調査用開口と復旧（※１）

を設け、調査後
LGS下地ケイカルt=8＋塗装仕上げ（周囲4方
シール施工）にて復旧

改ｰ09

300(w)×1,070(H)×120(t) で調査用開口

改ｰ04

：既存 ｺﾝｸﾘｰﾄﾌﾞﾛｯｸt=100+ﾓﾙﾀﾙt=20壁を

耐震スリット位置を示す

柱鋼鈑巻き補強を示す

改ｰ09

改ｰ04
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日 付日 付 版版 記 事 記 事日 付日 付 版版 記 事 記 事

・ 竣工図 ２０１５年 ３月 ３１日 印・ 竣工図 ２０１５年 ３月 ３１日 印

凡  例

凡  例
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掃除用昇降タラップ取付箇所を示す

排水管（125φ）既存

排水管（100φ）既存

給水管既存

ﾙｰﾌﾄﾞﾚｲﾝ（100φ）既存

(SUS16φ W=300 ×３段)
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▽ M2FL+330

ディスクシアキー＠300程度

水抜き穴：

ＶＰ50Φ

1スパン／1ヶ所

圧入モルタル

笠木：カラー鋼板ｔ=0.6接着張り

ピン支承対応ディスクアンカー

コンクリート金ゴテ押えの上、塗膜塗布

BH-500×500×16×16

ＲＣ構造壁新設

シーリング充填

鉄骨梁(耐候性鋼板)
BH-500×200×16×16

（スラブ穴部、立ち上がりを含む。）

バックアップ材

ピン支承対応ディスクアンカー

モルタル撤去のまま

モルタル面台

バックアップ材(発砲ポリエチレンフォーム)

シール(ポリウレタン）

シール(ポリウレタン）

開口

躯体

床面

(既存巾木に合わせる)

モルタル補修

ＲＣ構造壁新設

既存:アスファルト防水
コンクリート押えの上

ウレタン塗装防水

塗膜防水

シーリング充填シーリング充填

コンパネｔ=12

バックアップ材(発砲ポリエチレンフォーム)

塗装補修範囲（既存同等仕上げ）

柱面

既存トロ詰めモルタル

コンクリート

天然積層ゴムA

柱架台コンクリート
W×L×H-1,180×600×190～250

防水層の上緩衝用ゴム(t=2)敷込の上

D13@200 ダブル タテ・ヨコ

端部補強筋D16（上下共）

φ320

耐候性ボルト

柱架台コンクリート
W×L×H-1,180×600×190～250

防水層の上緩衝用ゴム(t=2)敷込の上

柱架台コンクリート天端レベルはM2FL+330とし、
柱架台コンクリート高さは既存による。

スタッド16φ

緩衝用ゴム(t=2)

Ｍ16ねじ切り

※スリット幅：構造幅26㎜以上
連続コア

連続コア
既存モルタルカッター入れ（巾30mm）

※スリット幅：構造幅26㎜以上

緩衝用ゴム(t=2)

シーリング充填

シーリング充填

スタッド16φ
H=80 ４ヶ所

H=80 4ヶ所

不燃材(ロックウール120㎏/㎡)

不燃材(ロックウール120㎏/㎡)

シーリング充填
コンクリート打放し補修の上、

塗膜防水

スラブ下端ＲＰ塗装
２回塗り

ＲＰ塗り
２回塗り

シーリング充填

接続スラブ新設
(t=200、増打50～60)

マスチック塗材ローラー塗（ＭＲ-ＡＥ）

シーリング 充填

排水溝W100 防水モルタルｔ＝10～50

ハト防止ワイヤーＳＵＳ １φ×４列

100 ※

20

15
15

(t
w-

60
)

30
～
40

0～
50

程
度

特記無き限り、下記による。

１.鉄筋は切断する。ただし腰壁、垂壁の高さがＨ≧1.0ｍの場合、転倒振止筋として１部最上段(最下段)の既存鉄筋は残す。

注記

スリット詳細図 1:5

無開口の場合は、梁下～梁上まで切断。

スリット詳細図 1:5

柱

壁
梁

２.切断した鉄筋の防錆処理を施す。

３．事前の金属探査により埋設物を確認した場合、当該部分は、表面の既存モルタルのみ撤去とする。

改－０９ 構造スリット 改－０１ M２階 スマート制震システム（中庭）足元廻り

日 付日 付 版版 記 事 記 事

・ 竣工図 ２０１５年 ３月 ３１日 印
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w)

100

5

25
1.

4
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0～
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25
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0

1,
18

0

59
0

200
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200

150

50

20
0

15
0

34
0

50
0

20
0

15
0

34
0

100100

10
0
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0

C E

共用廊下

2階

断面図 S=1/10

M2階

Ａ断面図 S=1/10

Ａ

22.5

45

45
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日 付日 付 版版 記 事 記 事

・ 竣工図 ２０１５年 ３月 ３１日 印

注） 印は耐震スリットを示す。
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１
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基礎梁下端

Ｗ１８

Ｗ１８

Ｗ１８

Ｗ１８

Ｗ１８

Ｗ１８

Ｗ１８

Ｗ１８

Ｗ１２

Ｗ１２

Ｗ１２

Ｗ１２

Ｗ１２

Ｗ１２

Ｗ１２

Ｗ１２
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Ｗ１２

Ｗ１２
Ｗ１８

Ｗ１８

Ｗ１８

Ｗ１８

Ｗ１８

Ｗ１８

Ｗ１８

1:200E通り軸組図

注） 印は鋼板巻き補強を示す。

注）  印は新設ＲＣ構造壁t=200を示す。
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スマート制震システム

接合部設計・仕様

製品品質管理

施工計画書作成の形状と使用材料

（（１）総則）

・構 成 全体工事管理会社
・仕 様

受入検査 準備（（２））
・形 状 （４）

承認
 担当現場工事管理材料受入 工事管理者・品質管理

承認・指示 報告・相談

※１

 施工管理する
（３） 施工管理者 ※2  責任者

・施工管理項目（付表１，２）

・施工確認シート（付表３）

指示 報告・相談

 を実際に施工する
施工担当者 ※2  施工者

施工完了

技術供与を受けた施工会社は、本設計・施工指針、技術講習内容を遵守し、施工会社の責任において誠実な施工を行う。
本設計・施工指針で想定していない問題や疑義が生じた場合には、(株)大本組・サンコーテクノ(株)が技術供与した会社と
共に問題の解決にあたるものとする。

プレミアムアンカー

プレミアムアンカー施工管理プレミアムアンカー

プレミアムアンカー

プレミアムアンカー施工 プレミアムアンカー  プレミアムアンカー

 プレミアムアンカープレミアムアンカー

※2 ディスクアンカー施工管理者ならびに施工担当者は、6.3に明記された(社)日本建築あと施工アンカー協会の有資格者で
あり、かつサンコーテクノ株式会社の技術講習を修了したものとする。(6.3 ディスクアンカー施工者の範囲)

※1 プレミアムアンカーの施工会社は、サンコーテクノ株式会社または技術供与された施工会社とする。

材料保管

施工確認検査（５）

引張試験(非破壊)
接触、打音試験

・試験報告書（付表）

・使用材料

ルートギャップ 3ｍｍ

ルートフェイス 5ｍｍ

開先角度45°

（ＳＭ490Ａ）
ＬＰ-3.2

裏当金リング

アンカーボルト

プレミアムアンカー用支圧板

耐候性剛板

プレミアムアンカー用ディスク（耐候性剛板）

部分溶込み溶接

耐候性剛板化粧ナット

溶接止め

またはこれと同等かそれ以上のものとする。

① プレミアムアンカー用支圧板に使用する鋼材は下表の規格を満足するもの、

またはこれと同等かそれ以上のものとする。

① プレミアムアンカー用ディスクに使用する鋼材は下表の規格を満足するもの、

記 事記 事版 版日 付 日 付

・ 竣工図 ２０１５年 ３月 ３１日 印

19
以

上
19

以
上

16
0

6

69

3.
2

19
.2 16

36Φ

ＳＭＡ４９０

プレミアムアンカーの設置状況（36φタイプ）

耐候性鋼板ＪＩＳ Ｇ ３１１４

200ｍｍ以上
150ｍｍ以上・へりあき

・はしあき

＠200以上
＠200以上・ゲージ

・ピッチ構造規定

機械構造用合金鋼鋼材

プレミアムアンカー用支圧板の材質

ＳＣＭ４３５

Ｓ４５Ｃ

ＳＳ４００

種類の記号

機械構造用炭素鋼鋼材

一般構造用圧延鋼材

規格名称

ＪＩＳ Ｇ ４０５３

ＪＩＳ Ｇ ４０５１

ＪＩＳ Ｇ ３１０１

ＪＩＳ規格番号

硬化・養生

ディスク設置

定着物注入

アンカーボルト支圧部の設置

水プライマー塗布

孔内清掃

残留コア除去

突 孔

プレミアムアンカーは以下の手順で行う。

（４）プレミアムアンカー用支圧板

（５）施工確認検査

（４）受入検査

（３）プレミアムアンカー施工

（２）準備

（１）総則

１.概要

● プレミアムアンカーの品質管理

プレミアムアンカー用ディスク形状

機械構造用合金鋼鋼材

プレミアムアンカー用ディスクの材質

ＳＣＭ４３５

Ｓ４５Ｃ

種類の記号

機械構造用炭素鋼鋼材

規格名称

ＪＩＳ Ｇ ４０５３

ＪＩＳ Ｇ ４０５１

ＪＩＳ規格番号

（３）プレミアムアンカー用ディスク

（２）無機系アンカー定着材

２.概要

● プレミアムアンカーの形状と使用材料

プレミアムアンカー仕様書

（１）アンカーボルト

１.プレミアムアンカーの概要

プレミアムアンカー品質管理体制

本件確認荷重＝37.9kN

使用されるハンマーを用いる。

音色、反発力によって確認する。打音試験用のハンマーは、一般的に検査として

試験本数は、全数とする。試験対象のアンカーボルトをハンマーなどで軽く叩き、

する。

切断等の処理を行い、抜けた箇所の補修工事を行い、新たに施工し直すことを原則と

不合格のものがあれば全数をテストする。不合格となったものは、工事監理者と協議の上

検査本数のうち１本でも不合格の場合は、全数の20%をテストし、さらにその中で

判定基準は、抜け出し等の過大な変位がないこととする。

試験本数はその日に施工した全本数の0.5%以上かつ3本以上とし、確認荷重は、

コンクリート破壊による引張荷重または付着破壊荷重の小さい方の1/3の荷重とする。

ディスク設置前のアンカーボルトに対して現場非破壊試験（引張試験）を行う。

（４）プレミアムアンカー用支圧板

（３）プレミアムアンカー用ディスク（耐候性剛板）

（２）無機系アンカー定着材

（１）アンカーボルト

所定の品質規格を満足しなければならない。

プレミアムアンカーに使用する下記の材料は、以下に示す。

5） ナットおよび座金

4） プレミアムアンカー用支圧板

3） プレミアムアンカー用ディスク

2） 無機系定着剤

1） アンカーボルト

有することを確認する。

使用する材料は、受け入れ時に材質証明書・材料証明書と照合し、所定の材質を

② 証明書による検査

されている事を確認する。

納入製品の数量の検査および主要寸法の実測を行い、発注した製品が正しく納入

使用する材料は、すべて受け入れ時に発注伝票と納入伝票を照合するとともに、

① 数量検査、寸法検査

プレミアムアンカー施工管理者は、納入された材料について下記の①②を行う。

アンカー自体のせん断抵抗性能も期待できる。

大きな引抜抵抗性能と、コア部分の回転抵抗に伴う

さらに、コア部分の定着機能が付加されるため、

ることができる。

隔離が防止されることで高いせん断剛性・強度を得

引張抵抗能力によりディスクの回転変形と接合面の

また、中央コア部に定着されたアンカーボルトの

負担できる。

圧面と高い剛性を有しているため大きなせん断力を

鋼製ディスクは、接合面両側に突出する大きな支

（２）プレミアムアンカーの特徴

複合型アンカーである。

より構成されていて、所要の引張抵抗機能を有する

（外径69mm、全高38mm）とディスク取付用ナット

設置する大きな支圧面積を持つ鋼製ディスク

配置し、その先端に定着板を緊結し、その周りに

（無機系アンカー定着材充填）に全ネジボルトＭ16を

プレミアムアンカーは、中央のコア部分

（１）プレミアムアンカーの構成

ｃ）現場非破壊試験（引張試験）

不合格アンカーの処理方法などは、工事監理者と協議のうえ決定する。

不合格の場合には、不合格アンカーの再施工を行うと共に再試験を行う。

ｂ）打音試験

不合格アンカーの処理方法などは、工事監理者と協議のうえ決定する。

不合格の場合には、不合格アンカーの再施工を行うと共に再試験を行う。

ことを確認する。なお、接触試験は養生時間24時間以上経過してから行う。

試験本数は、全数とする。試験対象のアンカーへ触れて緩みなどがない

ａ）接触試験

確認するため、施工確認試験を行う。

プレミアムアンカー施工管理者は、プレミアムアンカーの施工が確実に行われている事を

コンクリート表面の整形・調整などの処理が行われていることを確認する。

② プレミアムアンカー施工箇所について、ひび割れ部の補修、欠損補修、

6）使用材料、資機材の搬入および保管

5）プレミアムアンカー施工位置の確認

4）埋設物の確認

3）既存仕上げ材の除去および施工部位の下地の確認

2）仮設用設備の確認

1）周辺環境対策（養生・保護）の準備と確認

① 施工計画書に基づいた準備および確認を行う。

承諾を得る。

施工品質に係わる施工内容を記載した報告書を作成し、工事監理者の

プレミアムアンカー施工管理者は、プレミアムアンカー施工完了に際して、

③ 施工報告書の作成

作成し、施工計画書を作成し、工事監理者の承諾を得る。

プレミアムアンカー施工における施工管理項目を定め、施工確認シートを

プレミアムアンカー施工管理者は、事前調査を行い、現場の状況を勘案し、

② 施工計画書の作成

十分な施工管理および品質管理のもとに行う。

プレミアムアンカーの施工にあたっては、施工及び品質管理体制を定め、

① プレミアムアンカーの施工管理

無機系アンカー定着材に使用する材料はモルタルセメント系とする。

③ アンカーボルトの先端形状は、寸切りとする。

② アンカーボルトの形状は、全ネジボルトとし、呼び径はＭ１６またはＭ２０とする。

合金鋼ボルト） とする。

① アンカーボルトの材質は、ＳＮＢ７（ＪＩＳ Ｇ ４１０７：高温用

プレミアムアンカーに使用するアンカーボルトの材質は下記による。
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